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議題、会議結果、会議の経過及び資料名 

１ 議題及び会議資料 

 協議事項等 

 (1) 第２次加東市総合計画後期基本計画の進行管理（施策評価）について 

   【資料１】令和６年度 第２次総合計画 後期基本計画 施策評価シート〔政策Ⅸ・Ⅹ〕 

 (2) 第３次加東市総合戦略（後期基本計画（重点戦略））の進行管理について 

   【資料２】令和６年度 第３次総合戦略 評価シート 

   【資料３ 参考資料】 第３次加東市総合戦略 評価シートについて 

   【資料４ 参考資料】 令和６年度 第２次総合計画 後期基本計画 施策評価シート 
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１ 開会 

２ 報告・協議事項 

(1) 第２次加東市総合計画後期基本計画の進行管理（施策評価）について 

○政策Ⅸ主要施策(48)の一次評価内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆主要施策(48) 健全な財政運営 

・ふるさと納税の事務について、寄附額が増加傾向にあるにもかかわらず、業者委

託から直営に切り替えると聞いたが、どのような意図で切り替えるのか。 

・寄附に対する返礼品の経費率を50％以下に抑えないといけないこともあり、直営

にして抑制した経費を広告費に充てることで更なる寄附額増加につなげたいと考

えている。 

・現在、切り替え作業中のため、一時的にポータルサイトが閉鎖された状態になっ

ているが、作業完了後はこれまで通りポータルサイトから寄附が可能になる。 

・一次評価はＡであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＡとする。 

○政策Ⅸ主要施策(49)の一次評価内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆主要施策(49)適正な財産管理と施工監理・検査体制の充実 

・公共施設の適切な維持と活用という点で、東条文化会館について、存続させてい

くのであれば、公演等を誘致して稼働率を上げる必要があるし、廃止するのであれ

ば早く廃止すべきだと考えるがどうか。 

・公共施設等総合管理計画の計画期間が今年度末で終了することから、次期計画の

策定を進めており、様々な施設の方向性を検討している。施設数を減らしていくこ

とも重要な課題の一つと考えているので、取り組んでいきたい。 

・稼働率のことはどう考えているのか。 

・新たな計画では、稼働率、老朽度、維持管理経費という主に３つの視点から施設

の方向性の検討するために、施設カルテに新たに記載しようと考えている。 

・コメントになるが、積算や仕様書を作成するといった専門的な知識は一朝一夕に

身につくものではないので、今後も積極的に研修に派遣し、人材育成に努めてほ

しい。 

・社地域の小学校５校の跡地活用の検討について時間がかかっているように感じる

が、その原因は何か。 

・意見をしっかり聞いた上で検討するため、地域の方との協議に時間をかけている

ことと、事業者による活用についても調査したことによる。 

・一次評価はＳであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＳとする。 

○政策Ⅸ主要施策(50)の一次評価内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆主要施策(50) 市税の適正課税の推進と収納率の向上 

・過年分の市税収納率が高いが何か具体的な取組の成果なのか。 

・これまでより早めに催告を行ったことと、差し押さえ等の件数も増えたことによ

り収納率が向上した。 

・今後、高齢化や人口減少に伴い、税収の減少が見込まれるが、市税だけでない税

収の確保は考えているか。 

・法令どおりの額を課税することになるので、税を急激に増額することはできず、

公平性の観点から、不公平が生じないように収納率を向上し、税収を額保したい。 

・一次評価はＳであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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・二次評価もＳとする。 

○政策Ⅸ主要施策(51), (52)の一次評価内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆主要施策(51) 交通安全・防犯対策の推進 

・交通事故発生件数が年間約１３００件で、単純に日数で割ると1日当たり約４件と

かなり多いように感じるがどうか。 

・１３００件のほとんどが物損事故で、人身事故は一部となっている。また、地方

で車が多いので、駐車場内等での小さな事故が多い印象を持っている。 

・交通安全については、警察との連携が大事だと思うが、その辺りの取組は。 

・春夏秋冬年４回の交通安全期間のキャンペーンや各小中学校での交通安全教室に

ついて、共同で実施している。 

・以前、自転車のイヤホンが禁止になった時、高校生が警察に止められている姿を

結構見た。来年４月から自転車の青切符が導入されると思うが、青切符を切られ

ないための交通安全教室の開催等は考えているか。 

・来年４月から青切符制度が始まるので、４月までは市の防災無線や安全安心メー

ルで啓発していく。その上で４月から交通安全教室でも青切符制度のことを十分

周知していく。 

・県の取組になるが、高校生の交通ルールの遵守に力を入れていて、モデル校のよ

うな取組も実施しているので、県とも情報共有しながら啓発に取り組んでいきた

い。 

・冬の朝方だと、カーブミラーが凍っていることがあるが、そこへの対策はあるか。 

・最近市で設置しているカーブミラーは、昼間に蓄えた熱を夜間に少しずつ放出し

て曇りを防ぐ機能が付いているが、古いミラーにはそのような機能がない。そう

いった箇所については、区長を通じて設置要望書を提出してもらえれば現地確認

の上、必要に応じて交換する。 

・夕方になると太陽が反射して見づらい信号があるが、角度は決められているのか。 

・信号機は警察が設置するので、基準等は分からないが、見にくい等の意見を受け

て、何らかの対応した箇所もあると聞いたことがあるので、相談してほしい。 

・市内在住の外国の方は日本語があまり理解できない状況もあると思うが、交通安

全教育としてどのような取組をしているのか。 

・外国の方が多く勤めている事業所で、通訳の方を通じて交通ルールを伝えたり、

自転車シミュレーターを持ち込んで、自転車の乗り方や交通マナーを周知する教

室を開いている。 

・警察の方で多言語化した啓発チラシを作成しており、交通安全教室で配布してい

る。 

・一次評価はＢであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＢとする。 

◆主要施策(52) 消防・防災力の充実強化 

・社学園になったことで、社地域の各小学校に消防車が来て実施していた訓練はど

うなるのか。 

・学校と地域の自主防災組織の合同訓練については、各小学校は閉校となっている

ので今後は社学園で開催する。その中で地域の方にも参加していただき訓練を実

施していきたい。 

・バスを出す等、公共交通機関がない地域からも参加しやすい方法考えてほしい。 

・現段階で具体的な防災訓練の内容の検討に入っていないが、避難者の移送する手

段をどうするのが良いかということで、例えば社学園まで輸送する訓練として、

バスを出すことも検討したいと思う。 

・消防団員が増えない状況で、団員による啓発活動も難しくなってきていると思う

が、何か取組は考えているのか。 

・消防団員は年々減少傾向にあるが、本団幹部の方や地域の方が団員確保に向けて

様々な取組を行っている。引き続き団員確保に努める。 

・消防団も自治会と同じで、人が少なく活動しにくい、あるいは、人はいるが入っ
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てもらえない、役員になってもらえないという問題があり、難しいと思うが積極

的にアプローチしてもらいたいと思う。また、非常備消防事業について令和５年

度から６年度で予算額が大きく下がっているように感じるが、消防団は安全を守

る重要な団体なので減らし方を考えてほしい。 

・予算については、年度によって実施する事業が変わるため変動する。今後も適正

に措置していく。 

・非常備消防事業については、団員の処遇に関するもののほか、それ以外も様々な

事業の予算を含んでいる。消防団員の報酬についても、基本的な部分は、年々上

がっているが、出動実績が少なければ下がることもある。 

・地区公民館にあった備蓄品が別の場所を別の場所に移されたことがあったが、そ

の経緯を教えてほしい。 

・その経緯、経過は確認して別途説明する。 

・一次評価はＳであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＳとする。 

○政策Ⅹ主要施策(53), (54)の一次評価内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆主要施策(53) 透明で公正な行政の推進  

・最近、選挙の開票作業で不正があったかのような動画がＳＮＳで拡散されたりし

ているが、開票作業は誰でも見ることができるのか。 

・選挙人名簿に記載されている方であれば、開票作業を行っている部屋に入って見

ることができる。 

・一次評価はＳであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＳとする。 

◆主要施策(54) 農地等の利用の最適化の推進 

・農地パトロールは一年間でどれくらいの頻度で実施しているのか。 

・大体６、７月ごろに１回、１０月ごろに１回、事前調査と本調査という形で実施

しており、その中で遊休農地や草刈りが必要な農地については、指導文書を送っ

ている。 

・コメントになるが、現在地域計画の策定を進めていると思うが、形骸化しないよ

うに更新することを前提に策定を進めてほしい。また、農地法の改正で中間管理

機構を通じての貸借になり、市町によっては窓口でたらい回しにあうような話も

聞いたが、現在スムーズに対応できているようなので、引き続き農業が衰退しな

いように努力してほしい。 

・遊休農地を抑制できたということは作付面積がその分増えたということか。 

・作付面積は作付の細目書で把握するが、実際に抑制した分耕作面積が増えるもの

ではなく、全ての農地で耕作が行われているわけではない。指導文書を送ったり

して改善した分と新たに遊休農地となった分の差引の中で０．６ｈａ減少した。 

・一次評価はＡであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＡとする。 

〇第３次加東市総合戦略基本目標1の一次評価の内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆基本目標1 県内No.1の子育て・教育環境づくりで親子の夢を叶える 

・滝野地域小中一貫校の整備について、予算上の問題で小学校のグラウンドは開校

時には作らず、中学校のグラウンドで小中学生が共に学ぶということを聞いたが、

基本目標1として教育のことを掲げている以上、開校時から別々で使えるようにし

てほしい。 

・担当部署の方に伝える。 

・複合遊具の新設数というＫＰＩがあるが、これは増やす予定なのか。少子化が進

んでいるので、増やさず現状維持か減らしても良いと思う。また、学校給食の副

食（野菜）における市内産食材の使用の割合とあるが、畑作地でもないので野菜
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を無理に使うよりお米を市内産にする方に転換した方が良いと思う。 

・複合遊具については、少子化が進む中ではあるが、新たな遊具ができることで、

子どもの遊びの拠点となり、市外からも人が集まるということから、新設したい

という目標を設定している。また、給食での野菜の使用については担当部署の方

に伝える。 

・来年度から次期総合計画、総合戦略の策定を始めるので、意見をふまえて今後の

目標を検討していきたい。現行の指標については一旦記載のとおりでご理解いた

だきたい。 

・社地域が小中一貫校になり、体育館が小学生と中学生で２つしかないので、雨の

日に体育館を使えないということが増えたと聞くが、今後、滝野地域の小中一貫

校でもそのようなことが起こりうると思う。 

・担当部署の方に伝える。 

・学校の授業が分かる児童生徒の割合が非常に高く感じるが、どのようなデータが

基になっているのか。また、小中一貫教育を進めてきて、どのような成果や変化

があったのか検証する必要があると思う。 

・担当部署の方に伝える。 

・一次評価はＢであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＢとする。 

〇第３次加東市総合戦略基本目標2の一次評価の内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆基本目標2 若い世代が住み続けたいまちをつくる ※質疑応答なし  

・一次評価はＢであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＢとする。 

〇第３次加東市総合戦略基本目標3の一次評価の内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆基本目標3 安全・安心で快適な住みよいまちをつくる ※質疑応答なし 

・一次評価はＡであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＡとする。 

〇第３次加東市総合戦略基本目標4の一次評価の内容について担当部署から説明 

【質疑応答等】 

◆基本目標4 人が集う魅力あふれるまちをつくる  

・コメントになるが、設定されているＫＰＩが厳しいように感じる。取組について

は評価できると思うので、ＳＮＳを活用して更に発信していかないと気付いてもら

えないと思う。若い職員であればインスタグラムも得意だと思うので、上手に活用

してしっかりＰＲしてほしい。 

・一次評価はＣであるが、それで良いか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

・二次評価もＣとする。 

３ 閉会 

 


